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ベトナム航空、同社初のボーイング 787-10 ドリームライナーを就航 

 

ベトナム航空（日本支社 所在地：千代田区霞ヶ関 1-4-2 6F、日本地区総支配人：キエウ・アイン）

は、新たに発注したボーイング 787-10 型ドリームライナー8 機のうち 1 機を、エア・リース・コー

ポレーション（ALC）とのリース契約に基づき受領しました。 

 

ベトナム航空の代表取締役副社長 グエン・ホン・リンは次のように述べています。「787 シリーズ

最大機種を保有機材に追加することで、運用効率の向上や、アジア屈指の新型機材構成を、引き続き

維持することができます。本機は、性能や効率性だけでなく、低燃費性能、快適性や設備の面で他の

追随を許しません。ボーイング 787-10 型機の投入により、ハノイ－ホーチミン路線をはじめとして

多くの国際線のサービスが向上し、5 つ星の達成に更に近づくことができます」 

 

新しい787-10型機は、既存の787-9型ジェット機からなる機材構成を補完する役割を果たします。

どちらの機種にも、ドリームライナーの効率性に優れた技術や快適な設備が完備されていますが、

787-10 型機は 787-9 型機より長いボディを有するため、旅客用に 40 座席の追加が可能であり、ま

た貨物用のスペースも拡張されています。これにより、現在運航している他のワイドボディ（2 通路）

機と比較して、運航コストを最小に抑えることが可能です。ベトナム航空は、787-10 型機に 367 席

（ビジネス 24 席、エコノミー343 席）を設定しました。787-10 型機は、より広いスペースと低燃

費を兼ね備えた機体でありながら、長距離にも対応します。公式航続距離 6,430 海里（1 万 1910 

km）を誇り、世界のワイドボディ航路の 95％以上で運航が可能です。 

 

エア・リース・コーポレーション（ALC）のスティーブン・F・ウドヴァーヘイジー会長は次のよう

に述べています。「ベトナム航空初のボーイング 787-10 型機を、リース会社として初めて納入でき

たことは非常に光栄なことです。ALCとのリース契約に基づく 787-10型機計 8機の投入で、ベトナ
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ム航空のワイドボディ機の機材構成は刷新されます。ALCは、ベトナム航空保有機の計画的な拡大・

刷新を通した同社の東南アジア・世界トップクラスの地位の維持に、アドバイザーとして長期的に貢

献できることを光栄に思っています」 

 

本機のベトナム航空への引き渡しにより、787-10 型機の普及が更に進みます。昨年同機の商業運航

が開始されて以降、航空会社 6 社に 30 機以上が納入されてきました。787-10 型機は、路線の半数

以上を占めるアジアを中心に、すでに世界各地で運航しています。 

 

ボーイング社のコマーシャル・セールス&マーケティング担当シニア・バイスプレジデント、イサー

ン・ムニール氏は次のように述べています。「ベトナム航空は、急速な発展を続けて成長する東南ア

ジア市場に対応されていますが、弊社としても本市場の更なる成長の可能性を認識しています。

787-9型機が世界各地の主要都市とのより柔軟なアクセスを可能にするのに対し、大きさと効率性を

兼ね備えた 787-10 型機は、アジア内外の高需要路線向けサービスの強化に最適なジェット機です。

今回も ALC との提携を通し、大手航空会社に最新鋭旅客機を納入できたことを嬉しく思います。

787-10 型機の投入を通して、ベトナム航空の路線ネットワークおよび受賞歴を誇るサービスを更に

向上していただけると考えています」 

 

ベトナム航空は、未加工データからあらゆる運航面の効率化や省資源・省コストを実現できるソフト

ウェア・コンサルティングサービス「ボーイング AnalytX」による航空機整備など、一連のボーイン

グ・グローバル・サービスの利用を通し、787 型機材の運航性能の最適化に取り組んでいます。

787-10 型機の運航でも、リアルタイムフライトデータ収集や予知保全に、AnalytX を用いた航空機

整備（エアライン・ヘルス・マネージメント）サービスが利用されます。 

 

※本リリースはベトナムで発表されたリリースを日本向けに翻訳したものです。 

 

<ベトナム航空について> 

ベトナム航空（スカイチームアライアンスメンバー）は、1993 年にベトナム国営航空会社として設

立しました。国内 22、海外 29の就航都市に計 95 航路を有しており、一日当たり平均 400フライト

を運航しています。ボーイング 787-9 ドリームライナーとエアバス A350-900XWB 両機を同時に運

航開始した世界初の航空会社です。 

世界的に有名な航空業界の格付け機関スカイトラックス社は、4 年連続でベトナム航空を 4 つ星エア

ラインに認定しています。ベトナム航空は、世界トップクラスの成長率を誇るベトナム航空市場を過

去 20 年間にわたりリードし、2 桁台の成長に貢献してきました。今後は、ベトナムの伝統文化がト

レードマークの現代的な航空ブランドとして、世界的な知名度を確立することで、アジアトップクラ

スの 5 つ星エアラインとなることを目指しています。 

https://www.vietnamairlines.com/jp/ja/home 

 

<エア・リース・コーポレーション（ALC）について> 

カリフォルニア州・ロサンゼルスに本社を置くエア・リース・コーポレーション（ALC）は、世界中

の航空会社を顧客に持つ大手航空機リース会社です。民間航空機の購入・リースを専門に手掛ける情

熱的で経験豊富なプロフェッショナルが、それぞれの航空会社に適したオーダーメイドの航空機リー

https://www.vietnamairlines.com/jp/ja/home
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ス・資金調達ソリューションを提供しています。詳細につきましては、エア・リース・コーポレーシ

ョン（ALC）の Web サイト（www.airleasecorp.com）をご覧ください。 

 

 

本件に関する報道関係者の皆様からのお問い合わせ先 

ベトナム航空 広告宣伝部 青木 

Email: vietnamairlines@inoue-pr.com 

電話: 03-5157-7405 FAX: 03-3508-1480 

 

株式会社 井之上パブリックリレーションズ 

ベトナム航空 PR 担当：塚田、田中 

Email: vietnamairlines@inoue-pr.com 

電話: 03-5269-2301 FAX: 03-5269-2305 


